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プレス・リリース

2003年9月25日
BASF、飼料用酵素Natuphos®（フィターゼ）を独自に生産・販売

～BASFとDSMによる同分野の提携は解消～
BASF（本社ドイツ、ルートヴィッヒスハーフェン）とDSM（本社オランダ、ヘーレン）は飼料用酵素における提携を長期間継続し、成功を収めてきましたが、この提携関係は両社の合意によって解消されることとなりました。BASFは今後、飼料用酵素事業を独自に継続していきます。

これまで、同社との提携関係の下、Natuphos®（ナツフォス）ブランドによるフィターゼの共同開発が行なわれ、両社共同のマーケティング・研究活動の結果、フィターゼは最も重要な飼料用酵素として、効率的で持続可能な畜産に欠かせない製品となりました。

これまでの提携による技術ノウハウ、知的財産、共同開発プロジェクトについてはBASFが独占的に継承し、飼料用酵素のリーダー的地位を今後さらに拡大するため、新たに最先端の生産プラントを建設する予定です。
この新型プラントが操業開始するまでの間、DSMはナツフォスを始めとする飼料用酵素をBASF向けのみに生産します。また、DSMは開発ならびに生産技術の移転が円滑に行われることを保証します。

BASFファインケミカル事業本部、アニマルニュートリション事業部の責任者であるジョシュア・ロッテンベルクは次のように述べています：「飼料用酵素はアニマルニュートリション事業部の製品群の中で不可欠な要素です。ナツフォスを始めとする飼料用酵素は非常に有効な飼料添加物として、効率的で近代的な畜産に貢献しています。BASFはお客様が健全で持続可能な畜産を実現できるよう、飼料用酵素の分野に対する取り組みを強化するとともに、革新的な製品の開発を継続します」。

ナツフォス・フィターゼは、クロコウジカビ（Aspergillus niger）を使用した醗酵により生産されます。ナツフォスは栄養素の吸収率を高めると同時に、家畜によるリンの排出を低減します。したがって、ナツフォスは農家にとっての経済的利点のみならず、環境への利点ももたらします。

BASFは家畜の飼育に欠かせない栄養素におけるリーディング・サプライヤーです。BASFでは飼料用酵素のほかにも、ビタミン、アミノ酸および有機酸、カロチノイド、非抗生物質の成長促進剤、顧客ニーズに合わせたブレンド品といった、幅広い製品の生産・販売を行っています。
(　BASF Group について
BASF（ビーエーエスエフ）は、原油と天然ガスの他、化学品、プラスチック、高機能製品、農薬、ファインケミカル等の高付加価値製品をお客様に提供する世界の化学業界のリーディング・カンパニーです。BASFの統合生産・経営システムは、ドイツ語の「フェアブント」として知られ、同社の特異な強みであり、コスト面での優位性と競争力をもたらしています。BASFは「持続可能な発展」の基本方針に則って企業活動を行っています。2002年度は約320億ユーロ（約340億ドル）の売上高を計上し、世界で8万9000人の従業員を抱えています。BASFの株式はフランクフルト（BAS）、ロンドン（BFA）、ニューヨーク（BF）、パリ（BA）、チューリッヒ（BAS）の各株式市場において取引されています。同社のインターネットホームページアドレスは：www.basf.comです。BASFジャパン（株）のインターネットホームページのアドレスは：www.basf-japan.co.jpです。

(本件についてのお問合わせ先

BASFジャパン株式会社　　　

コーポレート・コミュニケーションズ　　小池　　

TEL：　03-3238-2376


（この報道用資料は2003 年9月22日に発表されたものの翻訳です）
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